






要約

妊産婦の精神面に及ぼす母児同室制の影響に関して精神神経学的評価法を用いて検討した。

対象は平成6年6月からの約2ヵ月間に鹿児島市立病院周産期医療センターで分娩した213

例である。検討可能な 194 例の内訳は、母児同室群 91 例、母児分離群 64 例(新生児黄疸

等の合併症で母児分離を要する症例）、母児異室群 37 例(high-risk 妊娠で出生直後から

の新生児管理を要する症例)であった。その結果、Stein≧8の頻度、Stein≧8かつEdinburgh

≧9 の頻度は 3群間に有意差を認めなかった｡3群間で Stein の最高得点の平均値を比較す

ると、母児同室群 6.3±4,5 点、母児分離群 6.7±4.3 点、母児異室群 8.1±4.1 点であり、

3 群間にいずれも有意差を認めた。Stein≧8 の日数を比較すると、順に、0.68 日、0.68

日、1.1 日であり、母児異室群で Stein≧8 を示す日数が有意に多いことが判明した。一

方・ Edinburgh の平均得点は母児同室群 5.6±5.1 点、母児分離群 5.9±4.5 点、母児異室

群 8.6±6.4点であり、3群間にいずれも有意差を認めた。このように母児同室制は他の 2

群に比較し、精神神経学的に良いと判定された。次に母児同室群の 91 症例を Stein≧8 の

12 症例、Stein≧8 かつ Edinburgh≧9の 17 症例、いずれも正常の 62 症例の 3群に分け、

その臨床背景を比較した。初産、経産の割合、high-risk 妊娠の頻度、帝王切開率など 3

群間に有意差を認めなかった。したがって、母児同室制におけるこれらの精神神経学的異

常には多因子の関与が示唆された。


